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はしがき 

ここ数年続いた自然科学分野での日本人のノーベル賞受賞は、残念ながら今年はありま

せんでした。しかしながら我が国での自然科学の研究開発はこの 1 年も大きく進展しています。

再生医療では iPS 細胞を用いた網膜細胞移植において他家由来の臨床試験が始まりました。

これが成功すれば、医療コストの観点から、夢が現実に一歩近づきます。人工知能(AI)の分

野では、医療分野に加え、農業分野でもその応用が現実のものとなりつつあります。いわゆる

「農の匠」が持つ様々な農業上のノウハウを AI に学習させ、一般農家や新規営農者と共有

するという試みです。これによって農家の急速な高齢化に伴う農業生産の低下を補うことが期

待されています。生命科学の分野では「叢
そ う

」が注目されています。複数の「個」が「全体」に及

ぼす影響をネットワークとして捉え解析するアプローチです。従来にはなかった発想です。医

療健康分野では特にマイクロバイオームが注目されており、官民あげて研究コンソーシアム

が発足しました。微生物のネットワークがヒトの生理機能に及ぼす影響が解明されればヘルス

ケアの新しいツールになります。 

これらの研究の進展にはそれを担う人材が欠かせないことは申し上げるまでもありません。

こどもたちが自然科学への興味を絶やさず、研究を深め、将来の研究を担う人材に育つため

には、身近な自然に対する興味と探求心を持ち続けることが必要です。木原博士は「自分で

調べてその事実を知った時の驚きははるかに大きい」と述べ、自分で調べることの大切さを説

きました。博士のこの思いを継承するこども科学賞を通じて、ひとりでも多くの児童生徒の皆さ

んが自然科学の分野に興味を抱き、将来、研究の道に進まれることを祈念してやみません。 

例年同様、今年も多くのすばらしい作品の応募をいただきました。応募された皆様

方、お忙しいなか審査にあたっていただいた選考委員の先生方に、この場を借りて篤

く御礼申し上げます。 

２０１７年１２月 

選考委員会委員長 

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

常務理事  後藤 譲治

木原 均博士について 

 木原 均博士（1893～1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大学

教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索

に出かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの

業績を挙げられました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、

1948 年には文化勲章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手

団長を２度つとめるなど、「スポーツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原

生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。

旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となって市民に親しまれています。晩年は、日常

生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」を楽しまれました。 
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受賞者一覧    

小学校低学年の部              応募総数  ７８作品

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

土からぬいたホウセンカは

水さいばいできるか 
重松 佳奈 平塚市立崇善小学校 ３年 

    

優秀賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

ダンゴムシのなかま  

ハマダンゴムシ 
寺戸 彩子 

横浜市立 

港南台第三小学校 
３年 

ぼくはカがきらい 幸田 朋優 
横浜市立 

長津田第二小学校 
２年 

    

努力賞（３作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

赤ちゃんけんきゅう  

どうして赤ちゃんはしゃぶ

るのがすきなの？ 

藤賀 椋々 横浜市立下田小学校 ２年 

アメリカザリガニをにじい

ろにするけんきゅう 
佐藤 迪洋 

厚木市立 

厚木第二小学校 
１年 

どうして、オジギソウはとじ

るの？ 
千田 絆菜 横浜市立小田小学校 ２年 
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作品を読んで 

選考委員 武田 陽 (横浜市立西が岡小学校教諭) 

 

  作品を読んでいるうちにいつの間にか作品の世界に引き込まれ、食い入るよう 

読み進めている自分がいました。 

それほど魅力あふれる作品が多く、子どもたちの生き物に対する探究心の高さ 

が伝わってきました。 

  その中で最優秀賞に選ばれたのは「土からぬいたホウセンカは水さいばいで 

きるか」でした。学校の授業で観察するために、土から抜いて戻せなくなったホ 

ウセンカがありました。それを水栽培できないのかという生活の中で生まれた問 

題から研究がスタートしました。観察対象や生育環境をじっくりと観察して、分 

析結果や専門家の手法を根拠として安定した生育環境を予想する姿に感心しま 

した。また、結果を表やグラフで整理することや失敗原因から改善策を考える姿 

勢も良かったです。そして、全体を通してホウセンカに対する愛情がよく伝わっ 

てくる素晴らしい作品でした。 

  優秀賞は２作品ありました。 

「ダンゴムシのなかま ハマダンゴムシ」はこれまでのダンゴムシの研究を広 

げ、ハマダンゴムシに焦点を当てて調べました。ハマダンゴムシのいる砂浜とい 

ない砂浜について、漂着物の有無と砂の種類や大きさの違いという複数の視点で 

の分析が素晴らしかったです。 

「ぼくは カ がきらい」は、庭でいつもさされるカを減らしたいという切実な 

問題から研究がスタートします。実験結果を基にして「カを減らす方法」をいく 

つか考え、生活に役立てようとする姿勢が素晴らしかったです。 

  日常生活で動植物に関心をもって触れ合い、「どうして」「調べたい」という 

思いからスタートした皆さんの作品に多くの感動をもらいました。これからも自 

分の気付きや思いを大切に、自然と向き合い過ごしてほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 

「ワカケホンセイインコについて」  横浜市立下田小学校 ２年 加瀬 せれん 
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著作権保護の観点から、歌詞の部分は掲載しておりません。著作権保護の観点から、歌詞は掲載しておりません。



 

 

優秀賞要約 小学校低学年の部 

ダンゴムシのなかま ハマダンゴムシ 

 横浜市立港南台第三小学校 ３年 寺戸 彩子 

 

 昨年の自由研究から、ダンゴムシがエビやカニの仲間だと知った。そこで海の

近くいるハマダンゴムシについて調べてみようと思い、県立城ケ島公園の砂浜に

て観察を行った。ハマダンゴムシとオカダンゴムシを比べると、節の数は同じだ

が、ハマダンゴムシの方が、体長が大きく、目も大きく、様々な色があることが

分かった。 

 また、ハマダンゴムシのいる浜といない浜に興味をもち、砂浜の比較を行った。

ハマダンゴムシのいる砂浜には、漂着物の海藻が多く、一年中食べ物に困らず住

みやすいことが分かった。さらに、砂の粒の大きさも、直径 1.0 ㎜から 3.0 ㎜の

丸みのある形の整った小石が多いことも分かった。 

 海に近い場所なので、その環境に適応した体になったのだと考えた。そして、

えさが多いこと、砂の粒の大きさから生活しやすい砂浜であることが、ハマダン

ゴムシが生きていくために重要であると結論付けた。今後の研究のためにも、ハ

マダンゴムシを飼育方法を考えながら飼育を続け、赤ちゃんを生ませたいという

さらなる意欲をもっている。 
 

ぼくはカがきらい 

 横浜市立長津田第二小学校 ２年 幸田 朋優 

 

 庭に出ると「蚊」によくさされることから、蚊に刺されないための対処法や、

どうしたら蚊が減らせるのかを知りたいと思い、研究を始めた。 

 網を使って蚊を採集して本で調べると、一番とれた蚊が「ヒトスジシマカ」で

あることが分かった。次に、どのように水に卵を生み付けるのか調べるために、

5 種類の水を用意し、木の下に置いた。結果、落ち葉と小枝を入れた水に卵をう

み、ボウフラがたくさんいることが分かった。水の上で蚊になったら溺れてしま

うので落ち葉や小枝に乗って孵化しているのではないかと考察した。卵を観察す

ると、１ｍｍほどのこげた御飯粒のようなものであることが分かった。ボウフラ

の天敵についても調べ、メダカがボウフラを食べているところも観察した。また、

夏の日差しの当たるところにあったボウフラが死んでしまったことから、生き物

を飼うときには、日陰に置いたり、エサをあげたりして、生き物を大事にしてい

くことにも気付いた。 

 蚊を減らすには、水の入った入れ物を減らしたり、草むしりや枝を切って蚊の

すみかをなくしたりすることだが、ビオトープにはメダカがいるので大丈夫であ

ると結論付けた。 
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受賞者一覧    

小学校高学年の部              応募総数 １０６作品

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

豆苗の再生栽培 －子葉を

取ったらどうなる？！－ 
大野 杏子 清泉小学校 ５年 

    

優秀賞（３作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

カイワレダイコンの研究 

その２ 
田淵 湊翔 開成町立開成南小学校 ６年 

ニホンカナヘビの観察日記

～爬虫類（変温動物）の生態

と赤ちゃんが生まれるまで

～ 

齋藤 実桜 清泉小学校 ４年 

多摩川に生きるカタバミ 志村 美璃 聖ヨゼフ学園小学校 ５年 

    

努力賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

発酵実験～なっとうへん～ 吉田 結希乃 秦野市立北小学校 ４年 
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作品を読んで 

選考委員 朝倉 友佳 (横浜市環境創造局みどりｱｯﾌﾟ推進部) 

 
今年も昨年同様、たくさんの応募がありました。動物や植物の不思議なことに 

興味や疑問を持ち、生き物とのふれあいを楽しむ子どもたちが増えていることを、

とてもうれしく思います。どの作品からも、疑問を解き明かそうと真剣に実験や

観察に取り組む子どもたちの熱意が伝わってきました。そのような中から優秀な

作品を選ぶのは、とても難しいことでしたが、実験の目的にあった調査・観察の

仕方をしているか、記録や結果を適切に整理しているか、自分の考えをまとめる

ことができているか、科学的なものの見方がうかがえるか、に着目して選びまし

た。 

  最優秀賞の「豆苗の再生栽培－子葉を取ったらどうなる？！－」は、子葉が 

ある場合とない場合でどのように豆苗が成長するか、条件を細かく設定し、比較 

実験したすばらしい作品です。実験計画がきちんと立てられ、結果も表を使って 

分かりやすく整理されており、計画、実験、結果、考察という研究の流れが上手 

にまとめられていました。 

  優秀賞３作品のうち、「カイワレダイコンの研究その２」は、昨年の研究をふ 

まえ、引き続きカイワレダイコンの成長に対する疑問に取り組んだ作品です。 

においや音楽で成長が変わるのかという子どもらしく面白い着眼点とともに、良 

く整理されたデータと適切な結果のまとめ方が評価されました。 

  同じく優秀賞「ニホンカナヘビの観察日記～爬虫類（変温動物）の生態と赤 

ちゃんが生まれるまで～」は、75 日間にわたってカナヘビをじっくり観察した 

もので、作者の熱意が伝わってくる良い作品です。毎日細かいところまで観察し、 

最後は卵から育てたカナヘビを自然に帰します。研究という目的にとどまらず、 

生き物を丁寧に扱う作者の姿勢に感心しました。 

３つ目の優秀賞「多摩川に生きるカタバミ」も様々な種類のカタバミを丁寧に 

観察した力作です。カタバミの細かな違いを見つけ、写真や図を使って結果がま 

とめられていました。結果をもとに自分の考え方も加えられ、作者の探究心とひ 

たむきさが感じられました。 

今年も観察記録や実験結果を丁寧に整理している作品が多かったのですが、 

データのまとめ方をもっと工夫すると、自分の考え方が深まったり、科学的な見 

方ができるようになり、さらに良くなると思います。これからもたくさんの子ど 

もたちが生き物とふれあい、小さな不思議を解き明かしていくことを楽しみにし 

ています。 
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優秀賞要約 小学校高学年の部 

カイワレダイコンの研究 その２ 

開成町立開成南小学校 ６年 田淵 湊翔 

 
昨年の研究から引き続き、カイワレダイコンの成長に様々な条件が関係してい 

るのではないかと思い、次のような実験をした。 

①「スポーツドリンクの濃さ」による実験では、種をあらかじめ浸す液の濃さ

や２日間浸すための液の濃さを変えて発芽や成長の様子を調べた。水やうす

い液では発芽し、濃い液では発芽しなかった。その後は水の条件のものがよ

く成長した。栄養がありすぎると発芽しにくく、水が最もよく成長すること

がわかった。 

②「匂い」による実験では、発芽した葉に香水、サロンパス、にぼしの匂いの

もとで成長や葉の味を調べた。匂いを加えた場合ではあまり成長せず、にぼ

しの場合が最も成長しなかった。サロンパスと香水では葉の後味がしたので、

二酸化炭素が吸い込まれるときにこれらの匂いが一緒に吸い込まれると思

った。 

③「音」による実験では、発芽した葉にロック、クラッシック、民謡を２日間

聞かせて成長や葉の味を調べた。ロックが他の２つの音楽に比べて成長が悪

く、味はすべて辛かった。うるさい環境では植物は育ちにくい可能性がある

と思った。 

 
 

 

 

 

 

 

 「鳥のきゅうあいについて」  開成町立開成南小学校 4 年 樋口桜來 
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 ニホンカナヘビの観察日記 
～爬虫類（変温動物）の生態と赤ちゃんが生まれるまで～ 

清泉小学校 ４年  齋藤 実桜 

 

春になると庭でカナヘビが走ったり、壁を登ったりする姿をよく見かけたので

興味を持ち、オスとメスを捕まえて飼育して、エサを食べる姿や卵が成長する様

子などを記録してカナヘビの生態を調べた。 

①体温について 

体温や日光浴の時間を調べると、体温は飼育ケース内の温度とほぼ同じ温度 

で、周りの温度が変わると変化した。体温が３０℃前後になると活発に動き、

晴れて気温の高い日は、日光浴の時間が短く、くもりや雨で気温の低い日は、

日光浴の時間が長くなり、体温が上がるのに２０分以上かかった。 

②食べ物について 

ダンゴムシ、バッタ、コオロギ、クモ、シャクトリムシ、ミミズ、アワダチ 

ソウグンバイ、アブラムシ、ササグモ、ハトムシ、コバエを食べ、大きいダン 

ゴムシやアリは食べなかった。 

③子育てについて 

メスもオスも卵を温めたり守ったりせずほったらかしで、赤ちゃんがうまれ 

てもえさをあげることもなかった。 

④成長のようすについて 

卵は３５日前後でかえり、すぐに自由に動き、親から教わらないのに水を飲 

んだり虫を見つけて食べたりすることができた。 
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 多摩川に生きるカタバミ 

聖ヨゼフ学園小学校 ５年  志村 美璃 

 

昨年、草花について自由研究を行い、その時に気になったカタバミについて、

今年は詳しく調べた。 

多摩川の大師橋あたりの土手のカタバミの種類と特徴、生息場所を調べてマッ

プに記録した。その結果、土手で７種類のカタバミ（カタバミ、タチカタバミ、

オッタチカタバミ、アカカタバミ、ウスアカカタバミ、ムラサキカタバミ、イモ

カタバミ）を発見し、花と葉の色で３つのパターンに分けることができた。花だ

けで見分けることが難しく、根や茎まで調べると見分けやすく、鱗茎や塊茎をつ

くる種類があることを発見した。マップづくりを通してカタバミの生息していそ

うな場所を予想できるようになった。 

次に葉や花の動きについて、時刻や天気との関係を調べると、葉は１７時ごろ

から閉じ、３時ごろから開き始めるという就眠運動をしていて、晴れて日が強い

ときには５０～７５％の葉が閉じ、曇りの日では閉じていないことがわかった。

光だけでなく、生活のリズムも関係しているのではないかと思った。また、花は

午前中から咲き始めて４時間くらいでしぼむことが分かった。 

 

 

 

「ミノカサゴの生態」  厚木市立小鮎小学校 6 年 村井大洋 
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受賞者一覧    

中学校の部                  応募総数 １３作品 

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

昆虫の呼吸を調べる 竹内 一翔 聖光学院中学校 １年 

    

優秀賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

メンデルの遺伝の法則～ア

サガオを使った実証実験～ 
邑上 葵 南足柄市立足柄台中学校 ３年 

舞岡川のハグロトンボ 
柿崎 二郎   

他 16 名 
横浜市立舞岡中学校 ３年 

    

努力賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

乳酸菌について 曽布川 菜穂 伊勢原市立成瀬中学校 ３年 

セキセイインコの羽につい

て 
井上 瑞貴 横浜市立平戸中学校 ３年 
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作品を読んで 

選考委員  吉澤 久光（浅野中学高等学校教諭） 

 

  中学生の夏休みは、宿題が課されたり、部活動などで忙しいと思いますが、自 

分が関心を示したことを注意深く観察したり、本やインターネットだけでなく、 

自分で実験することを通じ調べてみた作品に触れることができ、応募者の皆さん 

の今後の可能性と、大変素直な姿勢で生き物に接することが出来ている現状を感 

じることが出来ました。 

  その中でも、最優秀賞「昆虫の呼吸を調べる」は、小学生の時から取り組ん 

でいるようで、オリジナリティがあり、非常に高いレベルの研究を家庭で実施し 

ていた点を高く評価させていただきました。 

  優秀賞「メンデルの遺伝の法則」は大学や研究所から種子を入手し、「舞岡川 

のハグロトンボ」も小学校、高校、大学と連携し調査を進め、どちらも専門性が 

高く、細かく調べられている印象でした。 

  努力賞「乳酸菌について」と「セキセイインコの羽について」も自分が興味 

をもった物事に対し、丁寧に観察し、まさしく努力の跡が伺える作品でした。 

  以上の受賞した５作品以外の作品も、このまま研究を続けて欲しい作品が多 

く、長い時間をかけ、先生や研究所の方々に質問しながら、より高いレベルを目 

指し、取り組んで欲しいと期待しています。 

木原記念こども科学賞の作品募集にある「身近な動物や植物の不思議」に興味 

を示し、インターネットの情報だけでなく、自分自身が体験を通じ、自然にふれ

あい、自然から感動できる気持ちを大切にして欲しいと思います。作品を応募し

てくださった中学生の皆さんのこれからの更なる発展、成長を楽しみにしたいと

思います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
「きりんのちょうさかいし！」 厚木市立上依知小学校 1 年 佐々木 丈太郎 
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 舞岡川のハグロトンボ 

横浜市立舞岡中学校 ３年  柿崎 二郎 他16名 

 

均翅亜目カワトンボ科のハグロトンボは水草や水辺の茂みのある環境にみら

れ、環境指標の１つになっている。神奈川県では一時、ほとんど姿が見られなく

なっていたが 1995 年から再び観察されるようになった。この研究では舞岡川の

水質、観察地点と生息数、定点観察について調べた。水質調査では pH をはじめ

とする 7 項目について調べたが、舞岡川は柏尾川と同じくらい水質がよいことが

わかった。ハグロトンボの観察地点と生息数の調査では、ハグロトンボが舞岡川

の周辺に広く分布するものの、その生息数は周辺の草の刈り取りによってはっき

り減少するようで、生育環境に大きな影響を受けることがわかった。定点観察で

は1週間ごとに3週間、決められた地点のハグロトンボの標識と観察を行ったが、

マーキングをした66個体のなかで再度発見されたものは全体の4分の1だった。

また、昨年に調査した 35 個体は 2 週間にわたって縄張りを保っていたものが 2

頭も観察されたが、今年は 0 頭だった。 

 

 

 

「フクロモモンガについて」  相模原市立大沢中学校 1 年 沼田 香澄 
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第２５回木原記念こども科学賞 

選考委員会委員名簿 

 

 

（順不同・敬称略） 

横浜国立大学教育学部附属横浜小学校 副校長 菅谷 泰尚 

横浜市立能見台小学校 教諭 鈴木 勝之 

横浜市立西が岡小学校 教諭 武田 陽 

横浜市立豊岡小学校 教諭 福田 博章 

鎌倉女子大学初等部 教諭 清水 貴史 

横浜市立境木中学校 校長 三浦 昌彦 

浅野中学高等学校 教諭 吉澤 久光 

公立大学法人横浜市立大学 助教 丸山 大輔 

横浜市環境創造局 担当係長 朝倉 友佳 

木原記念横浜生命科学振興財団 常務理事 後藤 譲治 
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第２５回(２０１７年)木原記念こども科学賞の選考結果 

 

選考部門 最優秀賞 優秀賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 1 2 3 6 78 

小学校高学年(4～6 学年)の部 1 3 1 5 106 

中学校の部 1 2 2 5 13 

計 3 7 6 16 197 

（参考 過去の選考結果） 

最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第２３回（２０１５年） 2 6 6 238 

第２４回（２０１６年） 3 5 5 183 
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（順不同）

学校応募（４８）

【横浜市立】 桜井小学校 【厚木市立】 厚木第二小学校

朝比奈小学校 上依知小学校

東山田小学校 小鮎小学校

市場小学校 清水小学校

美しが丘東小学校 森の里小学校

下野谷小学校 【伊勢原市立】 成瀬中学校

港南台第三小学校 伊勢原中学校

あざみ野第二小学校 【藤沢市立】 浜見小学校

戸塚小学校 明治小学校

勝田小学校 【南足柄市立】 足柄台中学校

岡津小学校 【大井町立】 大井小学校

別所小学校 【愛川町立】 中津小学校

長津田第二小学校 【開成町立】 開成南小学校

能見台小学校 【二宮町立】 山西小学校

三保小学校 【中井町立】 井ノ口小学校

下田小学校 【私立】 聖ヨゼフ学園小学校

汐見台小学校 七沢希望の丘初等学校

汐入小学校

小田小学校

平戸中学校 個人応募（１６）

舞岡中学校 【横浜市立】 神大寺小学校

【相模原市立】 相原小学校 品濃小学校

大野小学校 日限山小学校

東林小学校 山下みどり台小学校

新磯小学校 【相模原市立】 大沢中学校

田名小学校 【藤沢市立】 明治小学校

久沢小学校 【平塚市立】 花水小学校

東林中学校 【秦野市立】 北小学校

中央中学校 南が丘小学校

【平塚市立】 崇善小学校 【私立】 清泉小学校

松が丘小学校 聖光学院中学校

第25回木原記念こども科学賞 応募校一覧
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第２６回（２０１８年） 

木 原 記 念 こ ど も 科 学 賞 

作 品 募 集 の お 知 ら せ 

コムギの遺伝学で世界的に有名な木原均博士は、道ばたの草から大発見！ 

博士は、学校へ通う途中で採集したスイバのつぼみを顕微鏡で調べて、高等植物にもオスと

メスを区別する染色体があることを、世界で初めて発見しました。 

 私たちの身のまわりには、動植物のいのちの不思議がたくさんあります。わかっているよ

うでわからないことが、まだまだたくさん残されています。 

 動物や植物について、おもしろいな、不思議だな、どうしてかなと思ったことを、さあ、

あなたも作品にまとめて、「木原記念こども科学賞」に応募しませんか。 

主 催：公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

後援(予定)：神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、 

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 

【募 集 要 項】 
1.    課  題：「動物や植物の不思議なことや生きものとのふれあい」についての観察、

調査、実験。※生きものと関係のない課題は受付けられません。 

2.    対  象：神奈川県内の小・中学生の個人またはグループ 

3.    募集期間：7 月～9 月（予定）。詳細は募集案内（6 月頃学校に送付および財団 HP に  

掲載）をご覧下さい。 

4.    応募方法： 

① 作品の大きさは A3 判（297mm×420mm）までとし、枚数に制限はありません。 

② 応募する作品には、観察や調査、実験に至った動機、参考にした図書やインターネ

ット情報など（いわゆる「引用元」）を必ず明記して下さい。 

③ 作品は、未発表のものに限ります。（他のコンクールとの併願可） 

④ 作品の表紙として指定の『応募用紙』を必ず付けて、「作品名・学校名・学年・名前

（フリガナ）」を記入して下さい。 

⑤ 応募用紙を付けた作品のコピー（A4 判：210mm×297mm：拡大・縮小可、但し作品

１枚ずつをコピー）を１部添えてください。 

⑥ 学校応募・個人応募どちらも可。学校応募の場合は、「応募作品一覧表」に必要事項

を記載してお送りください。 

2. 選  考：主催者が委嘱する選考委員により選考を行います。 

3. 入選作品の発表と表彰式：12 月（予定） 

素晴らしい作品には、最優秀賞、優秀賞及び努力賞を贈り表彰します。尚、入選作品

の発表は書面にて行います。（学校応募の場合は学校に、個人応募の場合は個人に送付

いたします。また、後日、当財団の HP にも掲載します。） 

4. 応募作品は、原則としてお返しします。 

5. 送付先および問合わせ先：  （公財）木原記念横浜生命科学振興財団 
〒230-0045 神奈川県横浜市鶴見区末広町 1-6 

Tel．045（502）4810 Fax．045（502）9810 

E-Mail．yamabosi@kihara.or.jp 

“生きものの不思議” 
身近な動物や植物の不思議を 

観察してみよう・調べてみよう・考えてみよう 
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